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１．事業活動の概要
①事務所及び代表者氏名

阿部建設株式会社
代表取締役社長　阿部　正志

②本社及び資材置き場所在地
本社 重機･資材置き場
山形県酒田市法連寺字村前24番の１ 山形県酒田市市条横枕３８
TEL:０２３４－６４－３６１１
FAX:０２３４－６４－３６１０

③環境管理責任者
執行役員建築部長　茂木一人

④事業内容
土木工事業　解体工事業

特定建設業　山形県知事許可(特－１)　第７００１２９号
土木、建築、とび･土工、石、屋根、鋼構造物、舗装、
しゅんせつ、塗装、内装仕上、水道施設、解体

建築工事業
一般建設業　山形県知事許可(般－１)　第７００１２９号

造園、管

産業廃棄物収集運搬業
運搬産業廃棄物種類　山形県知事許可 　第00605227504号
燃え殻、汚泥、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維く、ゴムくず、金属くず、
ガラス屑等、鉱さい、がれき類、ばいじん、石綿含有産業廃棄物(がれき類に限る)
許可年月日　令和4年4月25日
有効年月日　令和9年4月24日
運搬車両　キャブオーバー　5台　4tダンプ　3台　2tダンプ　1台
産業廃棄物運搬処理量　建設汚泥　1.81t(2020年度)

除雪業務
県道、市道、その他民間施設等

⑤事業の規模
１９５７年２月(昭和３２年)
２，０００万円
１0億円　(2023年度)
３3名
３１４　ｍ2　(本社事務所)
４５０　ｍ2　(倉庫)

⑥事業年度
1月～12月

認証・登録の対象組織･活動
登録組織名：阿部建設株式会社　全組織　全活動
活動範囲：土木工事業・建築工事業　解体工事　除雪業務
産業廃棄物収集運搬

設　立　：
資本金　：
売上高　：
従業員　：
床面積　：



実施体制図及び役割・責任・権限表

更新2023.4.1

担当者 責任･権限
代表者 ・環境経営に関する統括責任

代表取締役社長 ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

　　　阿部正志 ・実施体制を構築する
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施し、必要な指示を行う
・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

執行役員建築部長 ・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

　　　茂木一人 ・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐,EA21推進委員会の事務局

総務部事務員 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

大場綾華 ・環境経営目標,環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

各部門責任者 ・自部門における環境経営システムの実施

総務部 ・自部門における環境経営方針の周知

工事部 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成,テスト,訓練を実施,記録の作成

・自部門の問題点の発見,是正,予防処置の実施
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り,自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員

環境事務局

総務部 大場綾華

環境管理責任者

執行役員建築部長 茂木一人

総務部

専務取締役 阿部力

工事部

取締役 池田準一

工事作業所

代表者

代表取締役 阿部正志



２．環境経営方針

阿部建設株式会社

環境経営方針

阿部建設株式会社は、山形県北部の鳥海山麓に位置し、建設業を通して環境負荷の低

減を図る事により、地域の環境に配慮した事業活動を行い、次世代に美しい自然環境

を引き継ぐ事をめざし、自主的・積極的に環境保全活動とともにICT機器を活用し継

続的に取り組みます。

１．環境関連法規等の遵守
事業活動に関する環境関連法規等を遵守します。

２．二酸化炭素排出量の削減
車両・重機のエコドライブ実践により燃料使用量の削減に努めます。

３．廃棄物排出量の削減及び再資源化の推進
廃棄物排出量の削減とリサイクル率の向上に努めます。

４．総排水量（水使用量）の削減
水の効率的利用及び日常的な節水を励行します。

５．グリーン購入の推進
事務用品等、エコマーク商品を積極的に購入します。

６．施工における環境配慮の推進
工事現場におけるゴミの分別を徹底し、削減に努めます。

７．環境マネジメントシステムの積極的な推進
環境マネジメントシステムを確立・運用し、継続的に改善します。

８．地域活動への参加
積極的に環境ボランティア活動等に参加します。

阿部建設株式会社

代表取締役　　阿部　正志

制定日：２０１７年　７月　１日

改定日：２０２２年　２月２４日



３．主な環境負荷の実績

項目 単位 基準年 2020 2021 2022 2023

2017

kg-CO2 364,361 352,928 382,670.0 409,277.19 329,146.63

kwh 54,635 53,176 67,224.0 36,641.00 42,418.00

ℓ 29,198 28,830 30,427.7 26,642.43 21,993.90

ℓ 100,501 14,635 4,904.8 12,931.71 16,773.74

ℓ 2,791 1,384 1,457.0 5,173.11 695.00

一般廃棄物 本社事務所 kg 143 84 80 99.0 81.0

産業廃棄物 各現場 t 888 2,239 746 337.95 2,764.36

総排水量 本社事務所 ㎥ 210 182 387 151.0 149.0

事務用品

グリーン購入
本社事務所 ％ － 65 69 69 73

製品への

環境配慮

（軽油）

各現場 ℓ 78,959 87,769 100,892.0 119,155.73 81,673.85

河川清掃 1 1 1

事務所

周辺清掃
1 1 1

※電力の排出係数は、2018年度東北電力CO2排出係数

電力(0.528ｋｇ－CO2/ｋWh)

ガソリン(2.32ｋｇ－CO2/ｋWh)

軽油(2.58ｋｇ－CO3/ｋWh)

灯油(2.49ｋｇ－CO4/ｋWh)を使用しました。

※地域活動については2022年度より目標値を変更しました。

二酸化炭素排出量

地域活動 72

電力

灯油

軽油

ガソリン

地域活動 本社事務所



４．環境経営目標とその実績①

目標

①本社事務所・各現場電気使用量によるCO2排出量
基準年度 今年度目標

2017年 2023年 2024年 2025年

基準年度からの削減率 ％ 100% -6% -7% -8%

kwh 54,635 51,357 50,811 50,264

kg-CO2 28,847 27,116 26,829 26,540

②本社事務所
基準年度 今年度目標

2017年 2023年 2024年 2025年

-6% -7% -8%

-5%(※3) -6%(※3) -7%(※3)

廃棄物

排出量

廃棄物

の削減

一般廃棄物の削減

(基準年 2018年)
kg 279 265.1 262.3 259.5

総排水量 節水 節水 ㎥ 212 200 198 196

物質投入

※1

グリーン

購入

事務用品

グリーン購入
% 60 75 78 81

社会貢献

※2
－ 地域活動 回 2 3 4 5

③各現場
基準年度 今年度目標

2017年 2023年 2024年 2025年

基準年度からの削減率 ％ 100% -6% -7% -8%

ガソリンの使用量 26,554 24,961 24,695 24,430
軽油の使用量 13,245 12,450 12,318 12,185

燃料の

CO2排出削減
kg-CO2 306,429 288,043 284,979 281,915

ℓ 2,791 2,624 2,596 2,568

kg-CO2 6,951 6,534 6,464 6,395

合計 kg-CO2 405,584 294,577 291,443 288,310
廃棄物

排出量
廃棄物の削減 産業廃棄物の削減 t 888 834 825 816

化学物質 使用量削減 - - - -

製品への

環境配慮

製品への

環境配慮

製品への環境配慮

（軽油）※
ℓ 78,959 75,801 75,012 74,222

※製品への環境配慮(軽油)は基準年度は2019年

■３Ｓ活動の推進

作業現場の効率を向上させ施工品質の向上のために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取り組む。

■環境配慮工法の採用

工事に伴う環境負荷を低減するため、実施可能な環境配慮工法を探求する。

中期目標

CO2排出量
CO2排出量

の削減

電力のCO2排出量

削減

項目 単位

単位

※1 物質投入は前年度比+5%

※2 前年度比+1回を目標､5回達成後維持を目標

※3 一般廃棄物の削減率

化学物質使用量の削減

当年まで使用無し

灯油の

CO2排出量削減

ℓ

中期目標

中期目標
項目 単位

100%

CO2排出量

の削減

CO2排出

量

基準年度からの削減率 ％

項目



４．環境経営目標とその実績②

CO2排出に関する評価

2017

基準年度 目標値 実績

kwh 54,635 51,357 42,418.00 〇

kg-CO2 28,847 27,116 22,395.70 〇

ガソリンの使用量 26,554 24,961 21,993.90 〇

軽油の使用量 13,245 12,450 16,773.74 ×

燃料の

CO2排出削減
kg-CO0 306,429 288,043 94,301.90 〇

ℓ 2,791 2,624 695.00 〇

kg-CO2 6,951 6,534 1,730.55 〇

ℓ 78,959 75,801 81,673.85 ×

kg-CO2 203,714 200,556 210,718.48 ×

合計 kg-CO2 合計 545,941 522,249 329,146.63 〇

評価

電力 〇

CO2排出量 〇

ガソリンの使用 〇
軽油の使用量 ×

燃料の

CO2排出削減
〇

〇

〇

×

×

項目

灯油の

CO2排出量

削減

ガソリンについては乗合等で使用台数を抑えられたこと

がよかったのではないかと考えられる。

服装等で調整することで、冬季の灯油の使用を抑えられ

たと考えられる。

考察

自社での運搬等が増加したため軽油の使用量について未達となっ

た。

単位
2023

評価

電力の

CO2排出量

削減

CO2排出量

電力の

CO2排出量

削減

現場での重機の仕様が増加したため未達成となった。

合計

ℓ

各現場

年間を通しては達成できた。現場事務所での太陽光発電による自然エネル

ギーの積極的活用や、服装による調整、扇風機等の利用でエアコン等の利用

を抑えられたよう考えられる。しかし、例年に比べ真夏日・猛暑日が大幅に

増加したため、9月の電力目標が達成できなかった。

製品への環境配

慮

各現場

灯油の

CO2排出量

削減

製品への環境配慮

(軽油)

灯油の

CO2排出量

削減

ガソリン

軽油の

CO2排出量削

減

項目

本社事務所

各現場

製品への環境配慮

(軽油)

CO2排出

量

の削減



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

本社

事務所
1,938 2,119 2,373 1,668 1,041 876 1,131 1,382 1,213 916 1,201 1,642 17,500

各現場 2,354 2,504 2,112 1,714 678 853 1,030 1,665 1,883 1,396 1,589 1,363 19,141

本社

事務所
2,429 2,648 2,164 1,519 1,051 851 1,112 1,766 2,302 1,318 1,231 2,009 20,400

各現場 3,376 2,862 3,004 1,686 906 659 1,196 2,377 2,999 1,115 797 1,041 22,018

合計値 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

目標値 6,489.0 5,667.0 5,663.0 4,646.0 3,453.0 3,057.0 3,870.0 4,884.0 2,712.0 2,272.0 3,322.0 5,326.0 51,361.0

昨年度 実績 4,292.0 4,623.0 4,485.0 3,382.0 1,719.0 1,729.0 2,161.0 3,047.0 3,096.0 2,312.0 2,790.0 3,005.0 36,641.0

今年度 実績 5,805.0 5,510.0 5,168.0 3,205.0 1,957.0 1,510.0 2,308.0 4,143.0 5,301.0 2,433.0 2,028.0 3,050.0 42,418.0

実績

今年度

昨年度

電気使用量(kWH)

出典:国土交通省気象庁 > 各種データ・資料

> 過去の気象データ検索 >山形県日ごとの値をもとに作成

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php?

prec_no=35&block_no=00&year=2023&month=08&day=&view=p3

酒田市の8月･9月の真夏日(30℃以上)

猛暑日(35℃以上)の日数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

2023年の8月 9月の

は

過去5年平均が20日

2023年が 40日

約2倍の増加となった。

は

過去5年平均2.2日

2023年が 18日

約8倍の増加となった。

真夏日

猛暑日

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

4,000.0

5,000.0

6,000.0

7,000.0

電気使用量の推移と比較

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月(kWh)

8月、9月は

例年、昨年に比べ真夏日･猛暑日が

多かったため目標値を大幅に

上回ったと考えられる。※下記グラフ参照

目標値
昨年度本社実績
昨年度現場実績

今年度本社実績
今年度現場実績



ガソリン・軽油(車両)使用量(ℓ)

(ℓ) 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準年(ガソリン) 2,194.5 2,331.3 2,009.7 2,699.3 2,210.9 2,778.0 2,946.3 2,624.0 2,444.6 2,261.5 2,312.9 2,731.1 29,544.10

基準年(軽油) 14,317.6 7,792.0 8,850.7 6,709.0 1,100.7 12,750.5 15,879.1 9,240.5 4,581.7 2,785.5 3,692.4 4,504.1 92,203.80

合計数量 16,512.1 10,123.3 10,860.4 9,408.3 3,311.6 15,528.5 18,825.4 11,864.5 7,026.3 5,047.0 6,005.3 7,235.2 121,747.90

目標値 15,522 9,516 10,209 8,844 3,113 14,597 17,696 11,153 6,605 4,745 5,645 6,802 114,447.00

昨年度(ガソリン) 1,700.90 1,466.54 1,725.37 1,471.88 1,267.03 1,820.50 1,999.19 1,853.69 1,596.71 1,585.56 1,535.51 940.46 18,963.34

昨年度(軽油) 958.43 670.11 1,570.47 1,429.86 1,370.61 1,516.33 1,041.49 1,408.22 808.51 960.10 751.05 446.53 12,931.71

昨年度　計 2,659.33 2,136.65 3,295.84 2,901.74 2,637.64 3,336.83 3,040.68 3,261.91 2,405.22 2,545.66 2,286.56 1,386.99 31,895.05

今年度(ガソリン) 814.70 1,384.93 1,586.63 1,331.67 1,211.00 1,396.10 1,629.76 1,620.08 1,442.91 1,119.17 1,451.48 1,665.64 16,654.07

今年度 842.31 1,271.75 1,999.93 1,362.63 1,616.01 1,457.56 1,671.10 1,522.48 1,658.09 1,359.60 961.93 1,050.35 16,773.74

今年度　計 1,657.01 2,656.68 3,586.56 2,694.30 2,827.01 2,853.66 3,300.86 3,142.56 3,101.00 2,478.77 2,413.41 2,715.99 33,427.81

削減率 6% 達成

ガソリン(現場)使用量(ℓ)

(ℓ) 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準年 697.7 647.7 615.0 866.9 715.8 694.4 881.8 781.3 861.6 643.2 795.0 1,149.3 9,349.73

目標値 656 609 579 815 673 653 829 735 810 605 748 1,081 8,793.00

昨年度 735.44 668.59 981.81 752.11 561.26 640.20 619.82 465.98 621.31 513.38 649.22 469.97 7,679.09

今年度 257.43 322.49 512.92 222.35 311.90 383.78 471.33 463.03 821.18 389.20 707.73 476.49 5,339.83

削減率 6% 達成

目標値と比較して達成・未達成

目標値と比較して達成・未達成

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

ガソリン・軽油(車両)使用量(ℓ)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標値
昨年度ガソリン実績
昨年度軽油実績

今年度ガソリン実績
今年度軽油実績

0.0

500.0

1,000.0

ガソリン(現場)使用量(ℓ)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標値
昨年度ガソリン(現場)実績

今年度ガソリン(現場)実績



軽油(製品)※使用量(ℓ)

(ℓ) 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準年 13,542.0 6,956.6 7,519.0 5,871.0 200.0 11,921.0 14,327.0 6,825.0 3,409.6 1,972.5 2,718.0 3,697.0 78,959

目標値 12,730 6,540 7,068 5,519 188 11,206 13,468 6,416 3,206 1,855 2,555 3,476 74,227

昨年度 15,041.29 12,755.63 5,801.83 3,346.80 3,981.21 17,711.41 17,527.91 7,837.10 5,211.06 12,127.01 12,494.11 5,320.37 119,155.73

今年度 11,128.65 12,554.84 6,367.44 9,285.11 7,018.16 8,556.00 4,374.24 5,547.20 2,912.00 2,568.02 4,954.44 6,407.75 81,673.85

削減率 6% 未達成目標値と比較して達成・未達成

※現場での重機等の軽油使用を指す

現場使用の重機については未達となったが、昨年と比べ減少した。支障木等の自

社での運搬や作業が増加したため軽油の使用量が達成が難しかったと考えられる。

施工状況によって増減があるため、注視して対策を立てていきたい。

ガソリン・軽油(車両)の目標値について大きく乖離があるため、訂正を検討できれ

ばと思う。

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

軽油(製品)※使用量(ℓ)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標値
昨年度軽油(製品)実績
今年度軽油(製品)実績



車種 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １2月 平均
今年度

目標

目標値と

実績値の

差

12ヶ月

達成

次年度

目標

1 軽ワゴン 27.5 5.3 9.1 14.5 10.3 10.1 0.0 5.7 10.8 17.0 12.5 13.4 11.4 10.5 -0.9 ○ 11.0

2 軽ワゴン 59.8 1.0 0.0 15.3 14.5 17.2 10.6 11.7 9.7 10.1 14.4 8.6 14.4 11.2 -3.2 ○ 11.7

1 軽トラ 14.9 10.3 4.7 0.0 4.3 14.2 11.4 13.5 10.8 8.1 8.4 10.4 9.3 14.1 4.9 × 9.8

2 軽トラ 11.3 3.5 15.4 0.0 15.6 0.0 4.6 6.1 13.3 10.3 11.1 6.2 8.1 15.5 7.4 × 8.6

1 サクシード 11.6 10.3 11.3 8.7 24.5 13.3 12.3 8.3 12.4 0.0 0.0 8.1 10.1 10.9 0.8 × 11.4

2 サクシード 0.0 0.0 0.0 0.0 4月廃車 5月廃車 6月廃車 7月廃車 8月廃車 9月廃車 10月廃車 0.0 0.0 -

3 サクシード 11.9 14.2 14.3 15.0 14.5 14.7 9.1 15.0 14.9 11.2 11.2 0.0 12.2 13.9 1.7 × 14.4

4 サクシード 28.9 11.8 30.3 15.2 12.7 28.6 13.9 12.3 14.0 0.0 8.2 7.1 15.3 16.9 1.7 × 17.4

5 サクシード 11.4 16.2 13.2 14.6 17.5 19.3 9.9 11.6 12.7 11.3 17.6 10.7 13.8 14.4 0.6 × 14.9

6 サクシード 27.1 11.4 11.7 19.0 19.9 13.4 12.5 21.4 10.1 27.4 10.9 17.5 16.9 17.9 1.0 × 18.4

7 サクシード 18.1 14.5 10.8 17.4 20.8 21.0 10.8 22.7 12.6 22.9 12.8 10.7 16.3 16.9 0.6 × 17.4

8 サクシード 11.6 21.1 16.1 19.5 12.7 19.3 16.8 15.2 20.0 18.5 14.0 13.3 16.5 18 1.5 × 18.5

9 サクシード 14.0 10.8 14.6 15.9 13.6 17.5 14.4 12.0 14.2 15.7 14.5 11.2 14.0 16.9 2.9 × 17.4

10 プロボックス 3.1 9.0 11.9 0.4 4月廃車 5月廃車 6月廃車 7月廃車 8月廃車 9月廃車 10月廃車 0.0 4.9 10

3 軽トラ 11.5 12.3 14.0 12.5 13.7 13.2 11.9 9.9 12.2 13.1 12.7 10.5 12.3 12.4 0.1 × 12.9

11 サクシード 33.9 14.8 15.8 19.1 24.7 16.1 11.7 12.9 25.3 14.9 21.2 15.6 18.8 15.5 -3.3 ○ 16.0

3 軽ワゴン 2月～稼働 3月～稼働 4月～稼働 5月～稼働 6月～稼働 8.4 10.7 9.9 9.3 10.8 9.9 8.1 9.6 10 0.4 × 10.5

1 ヴィッツ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 休止車両

2 ラブ４ 5.2 8.5 11.4 8.2 10.4 8.4 13.0 10.1 5.5 17.2 8.1 12.1 9.8 11.8 2.0 × 12.3

3 フォレスター 22.4 7.6 9.9 13.6 9.6 16.8 7.1 5.7 10.4 10.2 12.5 8.1 11.2 11.3 0.1 × 11.8

4 トヨタハリアー32.2 11.6 13.8 11.2 9.8 12.9 14.3 9.9 12.9 12.1 13.6 11.0 13.8 13 -0.8 ○ 13.5

3 軽ワゴン 2月～稼働 9.2 12.1 10.3 13.0 13.3 11.1 10.7 12.1 12.5 16.2 7.5 11.6 13.3 1.7 × 13.8

4 軽トラ 2月～稼働 3月～稼働 18.4 0.0 4.8 0.0 9.5 7.0 1.4 20.6 1.0 6.8 7.0 15.9 9.0 × 7.5

5 軽トラ 2月～稼働 14.1 13.1 15.5 12.8 15.4 16.6 14.9 15.5 21.3 12.3 13.4 15.0 15.9 0.9 × 16.4

1 Wピック 0.0 6.6 5.4 8.7 8.3 5.8 7.5 5.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 6.1 2.1 × 6.6

2 Wキャブ 5.0 11.3 2.1 6.4 8.0 5.9 5.6 4.4 7.4 8.4 0.0 6.6 5.9 11.2 5.3 × 6.4

3 Wキャブ 0.0 4.9 8.3 12.7 8.2 13.0 7.3 8.3 16.3 8.4 4.9 7.9 8.4 9.6 1.3 × 10.1

4 Wキャブ 4月～稼働 8.4 12.4 7.8 7.9 7.9 10.0 6.7 11.0 5.3 8.6 10.8 2.2 × 11.3

5 Wキャブ 14.3 12.6 7.8 10.7 12.0 10.0 8.6 7.3 9.6 10.8 10.1 6.9 10.1 12.2 2.1 × 12.7

1 ダンプ 10.6 6.4 6.6 9.2 7.7 7.8 8.9 6.6 4.0 15.0 6.3 11.4 8.4 9 0.6 × 9.5

2 ダンプ 7.4 0.0 3.3 5.1 5.9 4.8 6.7 6.2 5.7 5.2 0.0 5.8 4.7 7.7 3.0 × 5.2

3 ダンプ 9.4 6.2 4.3 6.1 5.6 13.5 4.0 1.1 4.9 6.5 5.7 5.8 6.1 8 1.9 × 8.5

4 ダンプ 6.7 16.4 3.0 4.6 4.0 3.8 5.2 5.9 5.2 6.7 0.0 1.8 5.3 3.3 -2.0 ○ 3.8

5 ユニック 5.7 3.2 4.0 4.7 0.0 7.6 3.1 4.4 3.2 5.6 5.8 3.3 4.2 3.7 -0.5 ○ 4.2

6 台車 1.5 1.2 1.4 2.0 1.7 1.5 2.0 1.9 1.0 1.9 2.5 4.2 1.9 2.1 0.2 × 2.6

赤太字は今年度の目標値・実績値の差が3㎞/ℓ以上あったため、次年度目標値を、2023年度平均+0.5㎞/ℓとした

その他

ダンプ

Wピック

サクシード、プロボックス

軽トラック 9.9

10.6

12か月平均

目標値基準年:2022年各車両ごとの燃費【月別】（㎞/ℓ)

6.9

6.2

7

12.4

軽ワゴン

各車両ごとの平均燃費 次年度の目標値は+0.5ｋｍ/ℓとする。

未達成の車両で今年度の目標値、実績値の差が3㎞/ℓあった場合は今年度の実績値+0.5㎞/ℓへと目標値を

変更する。

ほとんどの車両で達成できなかった。

目標値と実績値が大きく離れ、来年度も同様の目標値を立てると達成が難しいと考えられるため、3㎞/ℓ以

上の差があった場合は次年度の目標値を変更した。

エコ運転を心掛けて実施できるようにしていきたい。

未達成の車両は、今年は達成できるようエコ運転の方法を再度指導したいと考える。



４．環境経営目標とその実績③

本社事務所・建設現場の実績と評価

2017

基準年度 目標値 実績
一般廃棄物

の削減
kg 事務所 279 265 81.0 〇

産業廃棄物

の削減
t 現場 888.0 834.7 2,764.36 ×

総排水量 節水 節水 ㎥ 事務所 210 200 149 〇

物質投入
グリーン

購入

事務用品

グリーン購入
% 事務所 60 75 73 ×

化学物質 使用量削減 現場 － － － －

社会貢献 － 地域活動 回 事務所 2 2 7 〇

評価

事務所
一般廃棄物

の削減
〇

現場
産業廃棄物

の削減
×

総排水量 事務所 節水 〇

物質投入 事務所
事務用品

グリーン購入
×

化学物質 現場

化学物質使用量

の削減

当年まで使用無し

－

社会貢献 事務所 地域活動 〇

項目 単位
2023

評価

廃棄物

排出量

廃棄物の

削減

考察

解体工事があったため産業廃棄物が大幅に増加し

た。その他の廃棄物については引き続き削減に努

める。

引き続き節水を心掛ける

昨年よりは増加したが、未達となった。グリーン

購入に指定されていないものもあるため代替品等

あれば積極的に購入していきたい。

当年までの使用無し

地域活動に取り組むことができた。

化学物質使用量の削減

当年まで使用無し

廃棄物

排出量

項目



５．主要な環境経営計画の内容

活動計画の内容 評価

電力使用量削減 ・未使用部屋及び通路の照明の消灯 〇

・エアコン設定温度　冷房　２７℃、暖房　２０℃の励行 △

・ＯＡ機器のスイッチオフの徹底 △

・照明器具交換時、LED器具への更新 ×

・冷蔵庫故障時、省エネ冷蔵庫への交換 ×
自動車燃料使用量の削減 ・業務車両及び重機のアイドリングストップ 〇
重機燃料使用量の削減 ・業務車両のエコドライブの励行 〇
（ガソリン・軽油） ・業務車両の燃費の調査 〇

・重機作業の効率向上 ×
灯油使用量削減 ・暖房温度管理　２０℃ △

・灯油暖房機の使用時間の管理(部屋不在の場合は、暖房オフ) 〇

・灯油暖房機の使用時期管理 ×
一般廃棄物排出量削減 ・排出量の測定 〇

・排出物の分別の確認 〇

・梱包材の再利用 〇
産業廃棄物排出量削減 ・排出物の分別の確認 〇

・搬出物のリサイクルの向上 〇

・資材購入時、余剰のないように発注する。 ×
総排水量削減 ・漏水箇所の確認 〇

・トイレタンク内節水コマの取付 〇

・業務用車両の洗車時の節水 〇
事務用品のグリーン購入の推進 ・エコマーク商品の調査 〇

・エコマーク商品の優先購入 △
地域活動 ・河川清掃 〇

・事務所周辺の清掃 〇

・その他の地域貢献 〇

○　取組高評価　　△　取組中評価　　×取組評価なし

＊ 自動車燃料、重機燃料使用量の削減の取組は、各専門業者の講習を開催しました。

＊ 事務所内の照明器具をLED器具へと更新しました。

＊ 来年度も環境方針を継続し、取組を活動していきます。

取組項目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

廃

棄

物

排

出

量

削

減



６．環境活動の取組結果の評価

二酸化炭素排出量削減 目標: 522,249 目標達成

実績: 329,147

目標: 51,357 目標達成

42,418

目標: 24,961 目標達成

実績: 21,994

目標: 12,450 目標未達成

実績: 16,774

目標: 2,624 目標達成

実績: 695

廃棄物排出量

目標: 835 目標未達成

実績: 2,764

総排水量 目標: 200 目標達成

実績: 149

地域活動

参加

河川清掃 1回参加

地域周辺清掃 1回参加

目標: 2 目標達成

実績: 7

＊

＊ 一人ひとりの意識を高く持ちエコの意識を持って業務に従事したことがおおむね達成できた要因と考えられる。

＊

2022年度比1%削減 (ｍ
3
)

解体工事があったため産業廃棄物排出量が増加した。

実績／目標＝1/1（回）

現場車両の使用が今年度は増加したため軽油の使用量が増加したと考えられる。ガソリン使用量につ

いては今後、各人の意識を向上させることで減少を計りたい。また、規模の大きい解体工事が1件あっ

たため廃棄物排出量が増加した。

実績／目標＝1/1（回）

2022年度比1回増加
地域貢献活動 (回)

2022年度までの目標値

2023年度からは年1回の増加を目指す

産業廃棄物 2022年度比1%削減 (ﾄﾝ)

灯油使用量削減 2022年度比1%削減 (ℓ)

電力使用量削減 2022年度比1%削減 (Kwh)

軽油使用量削減 2022年度比1%削減 (ℓ)

ガソリン使用量削減 2022年度比1%削減 (ℓ)

2022年度比1%削減 (kg-CO2)

取組結果と評価

取組項目 2023年度目標 取組結果 評価と今後の課題



二酸化炭素排出量削減 2023年度比1%削減 (kg-CO2)

電力使用量削減 2023年度比1%削減 (Kwh)

・未使用部屋及び通路の照明の消灯

・暖房20℃　冷房27℃設定

・OA機器のｽｲｯﾁｵﾌの徹底

・季節に合わせて服装の適応の強化

・サーキュレータ等を用いた空気の循環

ガソリン使用量削減 2023年度比1%削減 (ℓ)

・アイドリングストップ

・エコドライブの励行

・社有車の燃費調査と

　　　車両ごとの目標作成・周知※1

・重機エコ運転、燃費調査

・現場へ直行等などの対応で移動距離の減少

・新型コロナ対策等行いながら乗り合いの推奨

軽油使用量削減 2023年度比1%削減 (ℓ)

・重機エコ運転、燃費調査

・アイドリングストップ

・現場目標の作成と周知

灯油使用量削減 2023年度比1%削減 (ℓ)
・暖房20℃設定

・季節に合わせた服装の適応の強化

廃棄物排出量

産業廃棄物 2023年度比1%削減 (ﾄﾝ)

・産業廃棄物排出量の調査

・マニフェストの適正管理

・電子マニフェストの推進

総排水量

2023年度比1%削減 (ｍ3)

・業務車両の洗車時の節水

・漏水箇所の確認

・食器洗浄時、シャワー等を活用し節水を心が

ける

地域活動
2023年度比+1回 (回)

・地域ボランティアの増加

・寄付協賛の増加

赤字：追加手段

2024年度の目標とその達成手段

取組項目 年度目標 目標値 目標達成手段

825

※1　車両ごとの目標作成・周知

198

3

27,405

50,811

24,695

12,318

2,596



７．環境関連法規制の遵守状況

　(1) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

法規制等の名称 該当する活動 遵守状況

騒音規制法・騒音規制法 指定地域における建設作業と届出 遵守

建設リサイクル法 対象工事における届出書面作成 遵守

消防法 少量危険物の貯蔵と取扱、届出 該当なし

道路交通法 道路における対象工事・作業の許可申請 遵守

道路法 継続して道路を使用する対象物件の許可申請 遵守

(2)違反、訴訟等　　　

　環境関連法規への違反はありません。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管、運搬・処分

の委託、管理票運用
遵守



8. 代表者の評価

①　環境経営システム評価

　従業員の環境に対する意識は向上し、根付いたように感じられる。環境に配慮した施

工、事務運営を行っていけるよう対応していただきたい。今後さらに関心・理解が深まる

よう、情報の発信、教育・訓練を継続していってもらいたい。

②　今後の環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画について

　今年度の環境活動方針、環境目標、環境活動計画を来年度も継続していく。未達成項目

については、定期的に原因の究明・改善を行い達成を目指していきたい。自然環境の変化

も大きくなっているため、弊社でもその変化に対応しながら社員一丸となって環境活動に

取り組んでいきたい。

③総括

　車両の軽油使用量が昨年に引き続き未達成となってしまった。現場の施工状況によると

ころも大きいが、環境にやさしいエコ運転を心掛け、また重機の運用について現場での意

識改善・向上を図り達成を目指してほしい。

　燃費に関する項目など、新たに目標値を設定したものもあるため、従業員全体の更なる

意識向上を目指し、引き続き環境経営活動・環境経営目標の運用をしていってほしい。

近隣高校インターンシップの様子



現場節水活動

現場仮設トイレの活動

二酸化炭素排出量の削減

重機ハイブリッド機種の選定

エコ運転の実施



エアコン・冷蔵庫設置

ソーラーパネル設置状況

二酸化炭素排出量の削減



地域貢献活動

2023年8月5日～6日に開催された

アランマーレカップへ協賛いたしました。酒

田市をはじめとする地域高校生の競技のレベ

ル向上や、バレーボール人口が増加すること

で、地元が活性化してほしいとの思いで協賛

いたしました。

アランマーレカップSAKATA 2023 への協賛

その他

河川美化ボランティア(毎年)

地域除雪ボランティア(毎年)

公益財団法人酒田スポーツ協会への協賛

遊佐町 奥の細道鳥海ツーデーマーチのコース上付近清掃活動ゴミ拾い

第35回ゆざ町夕日まつり『遊佐町民花火大会』協賛

「酒田の花火 全国二尺玉花火競技大会」協賛

奥の細道鳥海ツーデーマーチコース上付近清掃活動ゴミ拾い
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